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看護師として南海トラフ大災害に
どう取り組むか

さいたま赤十字病院　看護係長　池田　稔子

南海トラフ大災害では多くの死傷者が予想
され、水や通信の回復に数週間要すると言わ
れる。医療機関としての備えは「被災地」と「遠
隔地」医療機関で整理できる。各々の立場で
十分な役割を果たすためには様々な局面を想
定した訓練を続けることである。訓練につい
ては既に皆様の病院で取り組まれていること
だろう。そこで私は「看護師として」という
言葉にこだわり考えてみた。

私たち看護師は病院において最大多数の職
種で患者の一番そばにいる調整役である。補
完・融通がきき、団結しチームとして働くこ
とに慣れている。この『強み』を生かすこと
で私たち本来の力が発揮できる。今回、過去
の災害で活動した看護師の体験をもとに、看
護の視点から災害対応に取り組む際の基盤と
なる知見を、7つのポイントとして述べる。
1点目、『非日常』で求められることを『日
常』でもできるようにしておくことである。
「マズローの理論」で基本となる「生理的」「安
全」を満たすための方法は具体的に考えてお
く。ある看護師長は「災害時だからといって
特別に非日常のケアを行うということではな
い。日常のケアを大切にし、その積み重ねで
しっかりとしたケアが形成され、災害時はそ
の応用である。」と述べている。
例えば食事では、歯の弱い高齢者などでは

「食べられるもの」が優先的に行き届くように
配慮する。清潔では、肺炎予防のためにもマ

ウスケアが何らかの形でできるように支援す
る。その他、足腰の悪い方がトイレにアクセ
スしやすいよう人・物・場所を調整する。こ
れらは看護師が日々のケアで普通におこなっ
ていることばかりである。「保健・医療・暮らし」
を総括できる『看護アセスメント力』は災害
時に必須である。
2 点目は安全に関して。発災直後、患者と

職員の安全確保対策は同時に行い、事前に出
来る対策は取っておく。そのために１）安全
意識を阻害する要因を知り、２）「もしも、自
分の身に起きたら」の発想の転換をする訓練
を粘り強く続ける。また自分の心身の状況を
知り、辛いと言い合える環境・時間をつくる。

そして看護管理者のこまめなシフト調整も重
要となる。
3点目はその時々の判断を信じ「ベストじゃ

なくてもベターを」。何を緻密に準備しても絶
対はないが、予測できることは十分な準備を
する。何も大きな訓練を行うのではなく、各
部署で避難誘導を行う等の積み重ねが必要だ。
そしてその通りに行かないことを承知してお
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くことが『危機管理』の観点となる。
4点目は、普段から患者のために横断的に他
職種と関わり、積極的に人脈を広げていくよ
うに心がけことである。昨今、救護班には様々
な職種が参加するようになった。他職種の方
は災害時にどう備えているか話し合えている
だろうか。
5点目は、自施設の人・物について十分に知っ
ておくことである。特に災害拠点病院は地域
で災害時のイニシアチブを取ることを期待さ
れているので、職員は自施設の役割を知って
いなければならない。また、患者受け入れに
際しての方向性は、各部署リーダーレベルま
で周知しておくことが「もしも」を考える材
料になる。
6点目は疾病構造である。災害時に多い疾患
はフェーズにより異なる。大災害になるほど
劣悪な状況に長期間曝される。公衆衛生の観
点から考えられる看護師を育てることが重要
で、プライマリーヘルスケアが社会の中で継
続的に行われていくことを目指す。社会の仕
組みや地域特性を理解し、保健予防活動に目

を向ける姿勢は、日常の看護業務のみでは難
しい。『スフィアプロジェクト』等、災害時の
具体的活動項目に関して救助者は知っておく
べきである。
今回、偶発性低体温や津波による重症肺炎

が多数見られた。私達は過去の局地・自然災
害からも学んでおくことが必要である。
7点目はこころのケアについて。今回の災害

では、多くの病院でこころのケアの観点から
デブリーフィングが行われた。特に専門家と
話すというより、救護者同士で話をする機会
が有効であったと述べられている。こころの
ケアは救護員として活動することを鑑みて事
前に学習をしておく必要がある。　
最後に、「いつ」「どこで」被災するかわか

らない。そのため様々な場面の「もしも」を
考えておく。病院・通勤途中・自宅なら。そ
して、組織は個人の集合体である。私たち個
人が健康でなければ災害に立ち向かうパワー
はダウンしてしまう。「あなた自身は大丈夫」
か。自分の健康状態を知り管理しておく。最
後は「覚悟」。私たちには組織として・個人と
して守るべきものがある。出来るだけの準備
と覚悟を持ち、来るべき日に備えたい。
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おわりに

　今回のシンポジウムを通して、多くのシン
ポジストが最も強調したポイントは、「連携
の重要性」であった。日本赤十字社として全
国赤十字病院間での「日赤救護班やDMAT」
を通しての連携、また、赤十字という組織の
枠を超えた関係機関（病院、行政、保健所、
消防、警察、自衛隊など）との連携が、災害
時は極めて重要になる、という考えをシンポ
ジスト全員で共有することができた。当シン
ポジウムの参加者全員が、「日赤ネットワー
ク」の素晴らしさを再認識できた、非常に有
意義なシンポジウムであった。
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